





























































































































40 3.23 93.54 92.78
B邸 48 4.00 174.63 303.80
C邸 50 3.91 143.41 226.92
D邸 47 3.15 148.96 184.42
E邸 38 3.60 138.99 258.97
F邸 52 3.41 135.49 166.56
G邸 49 3.78 130.77 261.66
H邸 41 3.49 101.53 186.14
I邸 12 2.70 29.49 38.29
J邸 金属板 45 3.27 110.87 123.41
K邸
茅葺き
53 3.20 138.39 223.82
L邸 46 3.00 115.65 194.32
M邸 37 3.24 61.46 139.13
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A3 , A9 : 地盤














































































桁 120×240 板壁 t =15
(a) 差鴨居試験体 (b) 美山差鴨居試験体 (c) 美山板垂壁試験体






































































































































































































































































































































柱 145x145 ヒノキ シイ
梁 360x175 ベイマツ ジマツ
込栓 20x20 ベイマツ カシ
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40度試験体
柱折損？
損傷限界
1/120rad
安全限界
 1/15rad
方杖架構×
斜め貫の挙動
 1/8radの時の挙動
34
刺さる
加力方向：正
梁 梁
柱
柱
斜め貫の柱・梁の
ほぞ穴との接点
抜ける
ほぼ動かない
折損
柱‐梁間角度が狭まる側 広がる側
まとめ
 同じ架構であっても，細部の仕様の違いが建物全
体のせん断力に大きく影響を与える場合がある
 細部の異なる仕様の架構が多く配置されている場
合，建物の有する復元力の差異が大きくなる
 地域独特の構造仕様を反映して耐震性の評価を行
う必要がある
建物重量
柱梁接合部・接合部周辺の部材のディテール
使用材種
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